
乳児クラスのクリスマス会 クリスマス会当日は、朝からいつもと違う雰囲気にちょっぴり緊張して
しまった子どもたちもいましたが、それまで一人ひとりが十分楽しんで劇遊びや踊りができたことに、

私たちもとても嬉しく感じるとともに、子どもたちの成長をたくさん感じられた時間でした。衣装など、

ご協力ありがとうございました。 

さて、クリスマス会が終わっても子どもたちの中では、「がらがらどんやりたい！」「（トロル役だった

子どもが）大きいやぎやりたい！」とまだまだ劇遊びの熱が冷めやらないにじ組の子どもたち。そんな

子どもたちからの熱い要望にこたえて、12 月の末に、乳児クラスのちいさなクリスマス会を開きまし

た。3匹のやぎのがらがらどんは、クリスマス会とは違う役を演じた子どもたち。「あなたはだぁれ？」

と聞かれると、ほとんどの子がうっかりクリスマス会での役のセリフを言ってしまい、「あっ間違えちゃ

った！」と口を押えながらおどけて見せる姿がとても可愛らしかったです。また、職員からもパネルシ

アターと、サンタクロース・トナカイの可愛らしいお話のプレゼントがあり、興味津々に見ていました

よ。最後に、つき組・そら組・にじ組全員で、『クリスマスの歌がきこえてくるよ』と『うさぎ野原のク

リスマス』を踊り、伸び伸びと笑顔いっぱいの子どもたちでした。 

 

 

 

 

 

 

 

冬至 12月 22日は冬至でした。保育園でも給食でかぼちゃご飯を食べたり、ゆずを保育士に紹介

してもらって、匂いを嗅いだり、みかんとの違いを感じたりして楽しみました。冬至の意味を説明する

お話も、真剣に聞いていましたよ。 

 

 

 

 

つき組さんの移行  つき組からの移行児が少しずつ増えて、そら組の子どもたちもお兄さん・お姉さん

の意識が芽生え始め、「今日は〇〇ちゃん（くん）来る？」と楽しみに待っていたり、給食やおやつの時間も

「ここどうぞ」と隣の席を指さし、一緒に食べようと誘ったりする姿が見られるようになってきました。 

つき組の子どもたちも、少しずつりす・ひよこグループでの生活リズムに慣れ、園庭で追いかけっこや大縄

跳びをしていると一緒に混ざって大笑いをしながら遊んだり、給食の配膳も、にじ組の子どもたちや保育者に

見守られながら 1 皿ずつ自分の席まで運ぶことができるようになりました。片づけをすることも、周りの子

どもたちの姿を見て学び、自ら、『運ぶ』ことを楽しみながら行っています。少し年上の友達との生活が始ま

り、新たにたくさんのことを吸収し、真似してやってみたい！と全身で表現しているつき組の子どもたちの、

一人ひとりの気持ちを大切にして見守っていきたいと思います。 

12月から 2階へ行き始めた子どもたちも、登園した直後から「もう行く？何時に行く？」と毎日とても楽

しみにしています。時間になると、上履きを履き、準備万端な姿をとても誇らしげに見せてくれ、「いってき

まーす！」と元気いっぱいに出発していますよ。そんな姿に、逞しさを感じますね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

★ 1 月 13 日はお餅つきがあります。餅つきでは歳神様をお迎えし、今年一年を子どもたちが元気
に過ごせるようにお願いし、つきたてのお餅をいただきたいと思います。にじ組は、お餅をついて
食べます。衛生上、爪は短く切っていただくようご協力お願い致します。 

 
★ りす・ひよこグループは、「自分で」という気持ちがとても強くなる時期ですね。パンツやズボン
も急に自分で手に取って足を一生懸命に入れようとしたり、帽子を自分でかぶってみたり、ボタン
を留めよう集中したり。でも、そのための環境がそろっていなかったり、子どもが一人でできるサ
イズになっていないと、挑戦するチャンスを逃してしまったり、やる気がなくなってしまったりも
します。 
例えば、食事が終わった際に使用している防水ポーチですが、大きすぎたり小さすぎてしまうと、

ランチバックや防水ポーチに入れづらく、子ども達はファスナーを閉めたり袋の中に入れるという
楽しい作業をだんだん嫌がるようになってきます。（ポーチのサイズ見本は、りすひよこグループの
部屋の前に置いておきますね。） 
また、パジャマのボタンも小さすぎたり、パジャマの生地が硬かったり厚かったりすると、「でき

ない～」「だって硬いんだもん」とやる気をなくしてしまうこともあります。 
子どもが「ひとりでできた！」という達成感や満足感は、自信となり次への意欲を生み出します。

子どもたちが生活しやすいように、大人の私たちがちょっとだけ考えて準備してあげることで、子
ども達は次への意欲を持つことができるのですね。「自分で」の今の時期だからこそ、それを考えて
いきたいですね。 

 

平成３０年１月 

あけましておめでとうございます。 

本年もなにとぞよろしくお願い申し

上げます。この一年も子どもたちの

健やかな成長をご家庭と一緒に支え

ながら見守っていけたらと思ってい

ます。 

 

 


